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森林研究本部 林産試験場

道産建築材の価格競争力を高める事業条件の解明

成 果

期待される効果

重点研究

企業間の統合の効果を“見える化”する評価ツールを公開し、道産材の需要推進を後押し

道内プレカット工場の使用木材は、8割が輸入材。丸太の利用率
向上と輸送効率化で、道産建築材の価格競争力を高めたい。

１ 丸太輸送の効率化

実施機関（協力機関）：林産試験場、林業試験場 、（北海道庁、北海道森林管理局、北海道森林組合連合会、道内森林組合、北海道木材産業協同組合連合会、道内製材・集成材工場）
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) 【従来型工場】
低質丸太由来の欠点材は
集成材工場で受入不可

【統合型工場】
欠点材も集成材の内層用
として自社利用可

集成材

低質丸太の活用で利用率UP

統合型工場は輸入材と価格競争力あり
（プレカット住宅1,000棟/年規模で比較）
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背 景

問い合わせ先：林産試験場企業支援部 電話：0166-75-4242
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